
適正な会計処理を合理的に行うために、基本的な知識と技術を適切に活用することができてい
る。

各単元の基本的事項を理解しているか。また、単元毎だけではなく簿記の仕組みを全体像とし
て理解している。

③ 技能

④ 知識・理解

⑤

　講義と演習で基本的な知識と技術を身につける。

　配布プリントやワークの問題を繰り返し行い知識を定着させる。

　各取引をビジネスに関する実務と関連付けて理解させる。

３．評価の観点と趣旨

② 思考・判断・表現

① 関心・意欲・態度
簿記について感心を持ち、適正な会計処理の知識と技術を身に付けようと主体的に取り組んで
いる。また、会計処理を行う実践的な態度を身に付けている。

基本的な知識と技術を活用し適正な会計処理を行うことができ、それを説明することができ
る。

副教材 実教出版「最新段階式　簿記検定問題集全商３級　改訂版」

１．学習目標

　簿記に関する知識と技術を習得させ、その基本的な仕組みについて理解させるとともに、適正な会計処理を行う能力
と態度を育てる。

２．学習方法

商業・簿記 ３（簿記終了するまで５）

教科書

平成３１年度 年間指導計画
岩手県立水沢商業高等学校

教科名　商業科

科目 単位数

実教出版「高校簿記」新訂版

学年・小学科

１年  情報システム科



① ② ③ ④ ⑤

１章　企業の簿記 ○ ○

２章　簿記の要素 ○ ○ ○ ○

３章　取引と勘定 ○ ○ ○ ○

４章　仕訳と転記 ○ ○ ○

５章　仕訳帳と総
勘定元帳 ○ ○ ○

６章　試算表
○ ○ ○ ○

７章　決算
○ ○ ○ ○

８章　現金・預金
の記帳 ○ ○ ○ ○

９章　商品売買の
記帳 ○ ○ ○

10章　掛け取引
の記帳 ○ ○ ○ ○

11章　固定資産
の記帳 ○ ○ ○

12章　決算（その
１） ○ ○ ○ ○

13章　手形取引
の記帳 ○ ○ ○ ○

14章　有価証券
の記帳 ○ ○ ○

15章　その他の
債権債務の記帳 ○ ○ ○ ○

17章　資本金の
記帳 ○ ○ ○

18章　決算（その
２） ○ ○ ○ ○

19章　帳簿
○ ○

20章　仕訳伝票
と３伝票制 ○ ○ ○

21章　５伝票制 ○ ○ ○

22章　特殊な商
品売買の記帳 ○ ○ ○ ○

23章　特殊な手
形取引の記帳 ○ ○ ○ ○

24章　決算（その
３） ○ ○ ○ ○

25章　支店の取
引 ○ ○ ○ ○

26章　本支店の
財務諸表の合併 ○ ○ ○ ○

第
７
編

複
合
仕
訳
帳
制

27章　複合仕訳
帳制による記帳 ○ ○ ○ ○

①記帳の合理化について関心を持ち、記帳方
法と転記の処理方法の学習を積極的に進めて
いる。
②特殊仕訳帳と普通仕訳帳の相互の関係を理
解し、適切に表現することができる。また、
説明することができる。
③相互の関係を理解した上で、合計転記、個
別転記を適切に行う事ができる。
④記帳の合理化について理解し、各帳簿の関
わりを全体として把握することができてい
る。

28章　設立と開
業の記帳 ○ ○ ○ ○

29章　剰余金の
処分に関する記
帳

○ ○ ○ ○

30章　社債の記
帳 ○ ○ ○ ○

31章　株式会社
の税金の記帳 ○ ○ ○ ○

①発展的な学習に関心を持ち意欲的に取り組
んでいる。
②株式会社の特有の取引ついて、主体的に思
考し、個人企業との違いを思考し、基本的な
知識と技術を活用して表現することができ
る。
③株式会社特有の取引を適切に処理すること
ができる。
④株式会社の会計について基本的な知識を理
解している。

発
展
編

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

①特殊な取引について関心を持ち、実務と関
連付けながら意欲的に取り組んでいる。
　進んだ決算手続きに興味を持ち、財務諸表
からビジネスの諸活動を把握しようとしてい
る。
②特殊な取引において各立場になり取引を思
考し、基礎的な知識と技術を活用して適切に
判断・表現することができる。
　決算手続きの処理に従い適切に処理し、表
現することができる。
③特殊な取引を適切に処理することができ
る。また、決算においては貸借対照表、損益
計算書を作成することができる。
　決算を適切に行い貸借対照表、損益計算書
を作成することができる。
④特殊な取引の基礎を理解している。
　進んだ決算整理を理解し、貸借対照表の作
成、２区分損益計算書の作成方法を理解して
いる。

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

取
引
の
記
帳
と
決
算
Ⅲ

第
５
編

①本支店の仕組みに興味を持ち、記帳方法等
に関心を持って意欲的に取り組んでいる。
②本支店間の取引、支店間の取引について考
え、記帳方法を適切に判断し、説明すること
ができる。
③基本的な知識と技術を身に付け、それを活
用し適切に記帳することができる。
④本支店会計の意義や必要性、会計処理につ
いて理解している。

本
支
店
の
合
併

第
６
編

記帳の合理化と複合仕訳帳の記帳方法を
理解する

株式会社の設立や開業の処理について理
解する

純損益の計上と剰余金の処分について理
解する

社債を発行する側の記帳方法について理解
する

株式会社の税金についての記帳方法を理
解する

帳
簿
と
伝
票

第
４
編

①帳簿や伝票制について関心を持ち、役割や
種類について興味を持ち取り組んでいる。
③伝票の起票、集計、転記を適切に行う事が
できる。
④帳簿や伝票の意義を理解し、記帳の効率化
について理解している。

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

手形の仕組みと取引について理解する

資本金の記帳について理解する

帳簿の種類や帳簿組織について理解する

有価証券の取引と記帳について理解する

やや進んだ決算整理を行い、決算の手続き
を理解する

記帳の効率化と伝票への記入法について
理解する

様々な債権債務の取引について理解する

５伝票制の起票・集計・転記を理解する

簿
記
の
基
礎

仕訳と転記の手続きを理解する

①各取引に関心を持ち、実務と関連付けて意
欲的に取り組んでいる。
②各取引や決算の方法を理解し適切に判断表
現することができる。
③決算の方法や仕組みを理解し、貸借対照表
や損益計算書を作成することができ、内容に
ついて説明することができる。
④決算における会計処理について理解し、財
務諸表の作成方法を理解している。

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

第
３
編

取
引
の
記
帳
と
決
算
Ⅱ

第
２
編

①各取引に関心を持ち、実務と関連付けて意
欲的に取り組んでいる。
②各取引や決算の方法を理解し適切に判断表
現することができる。
③決算の方法や仕組みを理解し、貸借対照表
や損益計算書を作成することができる。
④初歩的な決算について理解し、財務諸表の
作成方法を理解している。

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

現金にかかわる各勘定への記帳について
理解する

固定資産の種類と記帳方法について理解
する

決算整理をともなう決算手続きを理解する

株
式
会
社
の
記
帳

前
期
末

評価方法

簿記の役割や種類など簿記の基礎を理解
する

簿記の要素と財務諸表の作成について理
解する

取引の処理や勘定記入について理解する

本支店の財務諸表について理解する

３分法による記帳方法を理解し、商品売買
損益の計算を理解する

掛け取引の記帳方法と回収不能の場合の
処理について理解する

特殊商品売買の仕組みと記帳方法を理解
する

特殊な手形取引の仕組みと記帳方法を理
解する

進んだ決算処理について理解する

仕訳帳と総勘定元帳の意味と記入方法に
ついて理解する

試算表の意味や種類・作成方法について理
解する

決算の意味と手続きについて理解する

①簿記の役割や基礎について関心を持ち、演
習においても主体的に取り組んでいる。
②記帳に関する知識と技術を活用し、会計処
理を適切に判断し表現することができる。
③貸借対照表、損益計算書を作成することが
できる。
④簿記の基礎についての基礎的な知識を理解
し、各帳簿を関連付けて記帳することができ
る。

支店の取引や本支店間の取引について理
解する

第
１
編

科目 学年・小学科 単位数

簿記 １年 ・情報システム科 ３（簿記終了するまで５）

学期 単元 学習内容
重点をおく評価の観点

単元の評価規準

前
期
中
間

授業観察
プリント提
出
問題演習
グループ
ワーク

取
引
の
記
帳
と
決
算
Ⅰ


